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１．はじめに 

空港舗装の調査、設計、使用材料等については、

国土交通省航空局が編纂している「空港舗装設計要

領」及び「空港舗装補修要領」で規定されている。

2015年度末に、国総研での検討結果を踏まえ、空港

舗装設計要領の空港コンクリート舗装の目地に関す

る規定が改訂された。以降では、改訂の概要を紹介

する。 

 

２．空港コンクリート舗装の目地設計に関する改訂 

空港のエプロン（駐機場）には無筋コンクリート

舗装が用いられることが多いが、エプロン舗装の改

修では、一時的に駐機スポットを閉鎖し、無筋コン

クリート舗装の打ち換えを行うことが多い。この場

合、打ち換えは複数年度にわたって実施することが

多いため、一時的に新設版と既設版が接することと

なる。 

空港コンクリート舗装の最大目地間隔は、かつて

は7.5mとしていたが、現在は8.5mとしている。この

ため、新設版の目地間隔を既設版よりも広くした場

合、新設版と既設版の境界（以下、新旧版境界とい

う）では、図-1のように目地位置が一致しない場合

が生じうる。この場合、新設版と既設版をダウエル

バーで接続すると、温度変化等による既設版の膨

張・収縮により、硬化途上の新設版にひび割れが発

生する原因となる。このため、現行の空港舗装設計

要領では「目地位置は一致させる必要がある」と記

載されているが、一致しない場合には、新旧版境界

の目地において、新設版と既設版をダウエルバーで

接続しないことを明記することとした。 

また、新旧版境界の目地をダウエルバーで接続し

ない場合、空港舗装設計要領に記載されているよう

に補強（目地直下に枕版の設置あるいは版厚を30%

増厚）を施す必要がある。しかしながら、エプロン

舗装の打ち換えを複数年度で実施する場合、新旧版

境界は航空機の主脚が当面走行しない駐機スポット

間に設定されることがほとんどである。このため、

図-2に示す通り、隣接する既設版の打ち換えが計画

されており、かつ、新旧版境界に接する版を航空機

の主脚が当面走行しない場合には、当該目地の補強

を省略することができることとした。この改訂によ

り、目地配置を簡素化することが可能となる。 

 

図-1 現行の新旧版境界の接続の例 

 

図-2 改訂後の新旧版境界の接続の例 
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図－１ 運用の流れ 
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１．はじめに 

 2014年6月に改正された品確法において「公共工事

に関する調査及び設計の品質確保」第24条が新設さ

れたことを受け、国土交通省では、より一層の設計

業務の品質確保に向けた取り組みを進めている。国

総研においては、その一環として、2012年度より試

行されている「条件明示ガイドライン(案)」につい

て、運用上の実態と課題を把握するため、フォロー

アップ調査を行った。 

２．条件明示ガイドライン(案)の概要 

本ガイドラインは、詳細設計業務の発注時に、発

注者が受注者に対して業務履行に必要な設計条件等

を確実に明示できているかを確認するものであり、

運用の流れ（図－１参照）等を示した実施要領、明

示条件を網羅した条件明示チェックシート（以下、

「チェックシート」という）等で構成されている。

対象工種は、①道路、②橋梁、③樋門・樋管、④排

水機場、⑤築堤護岸、⑥山岳トンネル、⑦共同溝、

⑧砂防堰堤の主要8工種である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．フォローアップ調査 

図－１に示す各プロセスの「運用実態と課題」、

およびチェックシートの項目の過不足等を把握する

ため、本ガイドラインに関わる工種①～⑦に該当す

る予備設計および詳細設計業務に関わった受発注者

にアンケート調査を実施した。ここでは、そのうち

詳細設計業務に関わった発注者91件、受注者47件の

回答結果の一部を示す。 

発注者からは、「受注者からの指摘で条件明示を

追加していない」という回答が大多数であった（図

－２参照）。また、受注者からは、「発注者から明

示されたチェックシートの明示事項に過不足がない」

という回答が約8割を占めていた（図－３参照）。こ

れらより、本ガイドラインのチェックシートの明示

事項は、概ね網羅的に設定されており、有効に活用

されていることがわかった。ただし、関係機関協議

事項や詳細な技術的評価等について、一部、条件明

示が詳細設計発注時に十分ではなかったとの意見も

あった。 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

今後も継続してフォローアップ調査等を行い、設

計成果の品質確保に資するべく、適宜改善を行って

いく予定である。 

☞詳細情報はこちら 

【参考】 

1)条件明示ガイドライン（案）（土木設計） 

http://www.mlit.go.jp/tec/gyoumu_joukenmei

ji.html 
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設計成果の品質確保に関する検討
（条件明示ガイドライン（案）のフォローアップ）
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